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　　主　　題（2018 ／ 2019）
国 際 会 長　　「私たちは変えられる」　
アジア太平洋地域会長　　「アクション！」　
西 日 本 区 理 事　　「未来に残すべきものを守り育てる」
中 部 部 長　　「ワイズ総活躍中部」
名古屋クラブ会長　　「クラブライフで平和を広めよう」

2018 ～ 2019　11 月号　(No859）

在　　籍� 21 名

第 1例会� 15 名

　　メネット� 0 名

ゲスト・ビジター�� 1 名

第 2例会� 8 名

　　メネット� 0 名

　　ゲスト� 0 名

メーキャップ� 2 名

出席率� 81.0%
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合計� 0pt
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小　尾� 　

可　知� 　

川　口� ○

川　本� ◎

河　部� ○

鬼　頭� 　

木　本� ○

久保田� ◎

塩　田� ◎

鈴木（貞）� M

鈴木（学）� ○

相　馬� ◎

谷　川� ◎

常　川�

中　村� M

西　村� ○

平　野� ◎

広　瀬� ◎

深　谷� ○

義　井� ◯

渡　辺� ◎
10　月　　個　人　出　席

第　2　例　会
と　き︰ 2018 年 11月 20日㈫ 7:00p.m. ～ 8:00p.m.
ところ：名古屋YMCA
プログラム：下半期プログラム　　その他

　１１月今年も残すところ２ヶ月。１２月ともなると、その年

の世相を反映する漢字一文字が決定する。

◦�「災」（豪雪、噴火、豪雨、台風、猛暑、地震）自然災害の

多い年であった。

◦�「終」（平成最後の年、安室ちゃん・岩瀬・荒木の引退）「最

終」の話題が豊富だった。

　最右翼は上記の２つであろうか？その他にも「水」「力」「差」

「女」「熱」「捏」「嘘」等々がノミネートされそうであるが、ど

れも今年の世相を反映する漢字（感じ）である。

　オリンピックやワールドカップで邦人が活躍し、熱を帯び、

嬉しくなったスポーツの話題以外は、どれも「ネガティブ」な

話題ばかり。自分（自国）の利益のためなら、他人（他国）は

どうなってもいい�－モラルが著しく低下してしまった社会－�

の中に生きているんだナーと実感する。

　もう少し近い、自分を取り巻く環境を振り返ると、仕事面で

は「忙」の一文字で決定（嬉しい悲鳴ではあるが・・）。名古

屋ＹＭＣＡにおいては「新」（日本語学院・放課後等デイサー

ビスの新規事業開始）、「活」会員活動（多くのシニアボランティ

ア参加による活性化：在名４クラブが主導できた！）のポジティ

ブな２つの文字を推したい。

　さて、名古屋ワイズメンズクラブの今年の漢字は？　各人是

非お考えを！

「今年の漢字」を予想する
　川本　龍資

会　　長　深谷　聡

副 会 長　平野　実郎

書 　 記　鈴木（貞）　川本　

会　　計　川口　塩田　
ブリテン　平野　久保田　

11 月例会プログラム

と　き：2018年11月13日(火)7:00p.m.～8:30p.m.

ところ：�名古屋ＹＭＣＡ

　� � � � 司　会　西村　清君

開会宣言　� 　　　��� � 会　長　深谷　聡君

ワイズソング

聖書朗読・祈祷� � 小尾　雅彦君

食　事�

プログラム：

　　　卓話　「愛実の会と名古屋クラブのこれから」

講師　戸田　真二氏　　

諸報告

ハッピーバースデイ

ドライバースピーチ� � 平野　実郎君

YMCAの歌

閉会宣言　� 　　　��　　　　会　長　深谷　聡君

12月号　原稿担当者
巻頭言　相馬静香さん　11月第一例会レポート　鈴木貞祥君

　

第１例会（10/9）　ゲスト　遠藤恵美子さん
中部部会（10/6）　�川口、川本、河部、久保田、塩田、鈴木（貞）

相馬、谷川、中村、西村、平野、深谷、　義井、
　　　　　　　　　渡辺
　　　　コメット　相馬朋子さん
南山バザー（10/28）　
　　　　メン　�小尾、川本、久保田、鈴木学、相馬、谷川、
　　　　　　　中村、平野、広瀬、深谷、義井、渡辺
　　メネット　平野
　　コメット　鈴木学２、平野 2
チャリティラン（11/3）　
　　　　　　　�小尾、川本、河部、久保田、塩田、鈴木学、相馬、

中村、西村、平野、広瀬、深谷、義井、渡辺



(2)

■■■� �第 1 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き：2018 年 10月９日（火）ｐｍ 7:00 ～ｐｍ 8:45

ところ：名古屋ＹＭＣＡ　５階

　今月は「学童キャンプちゃん爺奮闘記」と題して、名古屋

ＹＭＣＡの夏のハイライト学童キャンプに参加された渡辺真

悟メンの報告で、名古屋ＹＭＣＡスタッフの遠藤恵美子さん

と途中参加の川本龍資メンも加わりお話しを頂いた。名古屋

ＹＭＣＡの誇る日和田キャンプ場（標高１３８８m）は、御

嶽山麓の大自然に囲まれて、盛夏の名古屋に比べれば正に別

天地であり、参加した児童もサポートされたスタッフ、リー

ダー、ボランティア２０数名の皆さんも涼しくて楽しいキャ

ンプ生活を満喫された様子が目に見えるよう様だった。

　キャンプのサポート役の皆さんは多忙を極めて、渡辺メン

も川本メンも野菜刻みや皿洗いに奮闘されたとのこと、ご苦

労様でした。このプログラム（５泊６日）は、小学生９０名

を三度に分けて行われていて特筆すべきは、学童キャンプの

参加者５５,０００円について、所帯の所得水準に応じて（ａ）

全額補助（ｂ）半額補助（ｃ）補助なし、として各１０名、

計３０名の違った生活環境に暮らす児童達が共同生活を体験

する仕組みで又この補助の個人差は公表されず、互いに知ら

ない様に配慮されている。このキャンプは昨今数多くある

キャンプの中で、非常に高い評価を得て毎年希望者が殺到す

るのも当然のことだろう。お話しを聞きながら私は７０年前

（昭和２３年）大阪土佐堀ＹＭＣＡの淡路島の松帆の浦キャ

ンプリーダーと過ごした体験を懐かしく思い出し、このキャ

ンプライフこそがＹＭＣＡの原点のようなものだという確か

な思いに取り憑かれました。来年もし健康であれば半日でも

行ってみたいと思っています。皆さんも一度楽しい体験をお

勧めします。

� （塩田　保）

『後にいる者が先になり、先にいる者が後になる』

マタイによる福音書 20 章 16 節

西　村　　清

　二人の優れた社会学者の対談形式で『ふしぎなキリスト教』

という文庫本をしばらく前に出されました。キリスト教には

かなりくわしいが、ノンクリスチャンの立場で書いておられ

ます。その本の中で「不思議」と述べておられるのがこのマ

タイ福音書の２０章１～１６節の記事です。

ぶどう園を経営している人が労働者を雇うのに、朝早く労働

者を雇い入れ、昼の１２時、３時、５時にも町に出かけてい

って立ちんぼしている人を雇い入れます。そして仕事を終わ

った時、賃金をそれぞれに払います。朝早くから働いた人

に、そして夕方雇い入れられた人にも同じように１デナリオ

ン（一日の賃金）を払うのです。

　朝から働いた人は文句を言います。当然です。朝から８時

間、１０時間働いた人と、たった１時間しか働かなかった人

と同じ賃金はおかしいのです。しかし最近は自宅で、パソコ

ンで仕事をし、短い時間でも効率よく働く人も出て来ていま

す。必ずしも労働時間で賃金が払われるわけではありません。

しかし聖書の時代にはそういうことはなかったのです。

この文句を言っている労働者に対して、主人（経営者）は私

の気前のよいのを妬むのかと言うのです。実は何回も出て行

って労働者を雇うことで、この経営者が儲かると考えてのこ

とではなく、その日暮らしの人がその日の食事も出来ないと

考えて、その人たちへの「憐れみー愛」からの行為だったの

です。

　この話は天国の譬として述べられています。この世で地位

のあった人、金持ちの人、皆から尊敬されている人など、と、

貧しい人、社会から顧みられない人、不幸に不幸を重ねてい

るように見える人も、天国では同じように処遇されるという

のです。否、むしろこの世で不幸であった人が金持ちや権力

を持っていた人等より厚遇されると述べています。「後から

来た人に、どうぞ先に行って下さい。あなたこそキリストの

恵みが必要な人なのです。」このような思いに、キリストの

愛によって促されているのではないでしょうか。これが今月

の聖句の意味なのです。

メネット　３日　小尾　昌代　　４日　長井　衣世



(3)

■■■� �第 2 例 会 レ ポ ー ト  ■■■

と　き；2018 年 10月 16日 ( 火 ) 午後７時�～�8 時 30分
ところ；名古屋ＹＭＣＡ５Ｆチャペル

議事；（深谷会長欠席の為、川本が司会を代行）

１．第一例会予定（１１月～２月）の件
　1-1. １１月度（１1月 13日）
　　�愛実の会理事の戸田真二氏による卓話　「愛実の会と名

古屋Y's のこれから」に決定。
　1-2. １２月度（１２月９日（日））
　　　　クラブクリスマス特別例会
　　　　会場：�「ホテル名古屋ガーデンパレス」（中区錦）２

Ｆバンケット「鼓」
　　　　時間：�午後５時～５時半「クリスマス礼拝」説教：

深谷会長、奏楽：戸田氏（中央教会）
　　　　　　　�午後５時半～７時半「クリスマス例会+祝

会」：メインアトラクション等未定。
　　　　会費：�大人￥８，０００（メンバー・ゲスト）こども：

お子様プレート（￥３，６００）
　　　　食事：�洋食（着席卓盛メニュー（全８品）+フリー

ドリンク
　　　　招待者�：日韓ユースメンバー（７名）、名古屋Ｙ新

入職員（2018 度）← 10名以内と想定
　1-3. １月度（１月８日（火））
　　　　�新年例会：メンバー全員による２分間スピーチ

（２０１９年の抱負を語る会）
　1-4. ２月度（２月１２日（火））
　　　�食事なし例会（ＴＯＦ）Time�of�Fast（断食例会）

世界の飢餓を考える時としたい。
　　　　�卓話は、日本国際飢餓対策機構（Hunger�Zero）

に打診予定（担当：川本）

２．ＹＭＣＡ会員活動プログラムの件（１０月以降）
　2-1.�名古屋ＹＭＣＡ・南山幼稚園バザー（１０月２８日

（日））
　　　�模擬店「ラーメン屋さん」出店奉仕。現在出席予定者：

小尾・川本・久保田・相馬・谷川・平野・渡辺・広瀬。
→メンバー全員に出欠確認中。

　　・集合時間：9：00　
　　・その他は前月決定事項どおり。
　2-2.�名古屋ＹＭＣＡ第２５回チャリティーラン（１１月

３日（土））
　　　�　今年も「みたらし団子６００本」提供の奉仕を実施。

現在出席予定者：川本・久保田・相馬・塩田・平野・
渡辺・広瀬・義井。→メンバー全員に出欠確認中。

　　・集合時間：8：30
　　・その他は前月決定事項どおり。

３．その他
　3-1.�大阪クラブ９０周年記念例会（11/10）参加者：深谷、

河部、相馬、谷川、塩田、川本、義井
　3-2.�「愛実の会」クリスマス会の件：１２月１５日（土）

に決定（例会終了後確認）。例年通り、バンド演奏、
昼食作りの奉仕を予定する。１１月例会にて奉仕者を
決定する。

　3-3.�ブリテンの件：現行のメリット・デメリット等を話
し合ったが、結論出ず。継続審議とする。

　3-4.�クラブホームページの件：平野メンより新しいクラ
ブＨＰが紹介された。検討を重ね、１１月度第一例会
にてメンバーに公表の予定。

（川本龍資）

第一例会卓話紹介

戸田真二氏　

愛実の会理事、人形劇団　紙風船　主任
深谷会長とは高校の同窓生で現在愛実の会が運営する「障がい者デイセンター愛実」の中で
活動を行っている。

ワイズメンズクラブの活動を広報して、社会的認知度を高めましょう。

加藤信一　広報・情報委員長（京都トップス）

西日本区強調月間リスト　11 月　PubliC　RelAtions　Wellness
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　会費は月額7,000円、年額84,000円です。特別メネット会員は年額24,000円です）できるだけ6ヶ
月分42,000円を7月と1月に納入してくださるよう、お願いします。（3ヶ月分ずつ納入される方
は7月、10月、1月、4月に納入して下さい）
ゆうちょ銀行　記号 12120　番号 82306781　　なまえ　ナゴヤワイズメンズクラブ

会計より
会費納入
のお願い

名古屋クラブのホームページが新しくなりました

●直接ＵＲＬを打ち込む場合

https://nagoya-club.wixsite.com/toppage

●中部のホームページから入る場合

http://www.ys-chubu.jp/main/index01.html

左の名古屋クラブをクリック（押す）して、ホーム

ペ－ジをクリック（押す）

ワイズメンズクラブ国際協会西日本区
第 22 回中部部会　報告

　10月６日（土）アイリス愛知において、ホストクラブ

である東海ワイズメンがおそろいのドラゴンズユニフォー

ムを着用され、中部部会が盛大に開催されました。当日の

参加者は 114 名、名古屋クラブからは 14 名の参加者で

した。恒例のバナーセレモニーに始まり、柴田洋治郎中部

部長の開会宣言・挨拶と一部は粛々と進行されました。二

部の基調講演は元愛知万博事務総長、中村利雄氏による「愛

知万博の意義とその後の国際的流れ」。2005 年に開かれ

た愛・地球博開催のためのコンセプトや出来事が詳しく説

明され、改めて 2200 万人を動員した、国際博覧会の持つ

意味と価値を知ることができました。三部懇親会において

特筆すべきは、東海クラブに４名の会員が入会され紹介さ

れたこと。簡単な自己紹介をいただきましたが、皆さん現

職であり東海クラブにとってまさに宝を手にした感があり

ました。来年仙台で行われるアジア太平洋地域大会、京都

トゥービークラブがホストする第 22回西日本区大会のＰ

Ｒ，待望の新クラブであるとやま設立総会・チャーターナ

イトのアナウンスもあり、未来に希望を感じる会が閉じら

れました。� （中村　隆）

YMCA ニュース

冬・春プログラムのパンフレットが完成し、参加申込が始

まります。今シーズンも、子どもたちの健やかな成長に繋

がる、安全なプログラムの運営に向けて準備を進めており

ます。

11月 3日（土）

　　�第 25 回インターナショナル・チャリティーラン　時

間：10:00 ～ 15：00（受付開始 9：30）場所：名城

公園

11月 17日（土）

　　�YMCA/YWCA合同祈祷集会　

　　時間：10：00～ 12：00　

　　場所：名古屋YWCA�2 階ビッグスペース

11月 28日（水）

　　第 25回チャリティーゴルフ

　　時間：8：30～　場所：さなげカントリークラブ　

《イベント報告》

　10月 28日（土）に名古屋ＹＭＣＡ・南山幼稚園バザー

が開催された。開園時刻前には多くの方が幼稚園を囲むよ

うに並ばれ、活気あるバザーでした。今回は谷川直前会長

の悲願でもあったラーメンを提供しました。値段が安過ぎ

るとの指摘がありましたが、谷川直前会長の「子ども達に

気軽に食べて貰いたい」の想いで１５０円の設定になりま

した。また、翌週の１１月 3日（土）には第２５回名古

屋ＹＭＣＡチャリティランが開催され、こちらは例年通

りみたらし団子の提供で、昼前に完売となりました。今回

のチャリランはスタッフもリーダーも若い人たちが多くな

り、出走チームも増え活気あるイベントだと感じました。

また、在名のワイズメン始め多くのボランティアの尽力で

成功裏に終えられました。


